
富士山腹の造林不成績地におげる

微気候観測の一例

Kyoichi TAKEDA, K王a討tura Ix叩;ωOülお，; and 1 wao Om刊'J川J

at an Unsucce~sful Plant匂日ation on the SSE-Slope of M位t. Fuji. 

主t 田 尽

ヲキ J: 

太 国

1. 緒 iS 

_1)  

桂2)

巌3)

富士山の市市東斜刊にある東臼J家(海抜高度 1454. 3m) 附近にカラマツの法林不成積l也が

数箇所作{r:する。当時静岡営林署吉原目当区伊藤技官より l式験場に同法林イミ成松地の気象的制

査の依頼があったので簡単な観1J!IJ を行った。以下その粘土よ~の概要を '11日干したいと JA う。

2. 観測の方法

主主林不hH:([J也は束I:j塚附近lこ数箇所あるが，今回観11\lJ したのはそのうちの 2 何月Jj"である。 場

所ーは東H採の北西方ゐよび北方約 100mの所-にある。

記録によれば以前は!lil野で、るったが昭和14/'1三度にカラマツの第 1 [fll1'&(栽を行った(1町歩当

りが) 4 ， 000 本)。不成続問所にはその後さらに 2 ， 3 回の柏村[を行ったがうまくゆかす勺さら

に昭和 15 年 6 IJ ごろヤチダモを東北地方から取寄せて航栽したが，その後 2 ， 3 年は春i亡芳ー

をrI\すも[立々その数が減少し現在僅かに数トイ叶r~r~ 1 図のr[ 1央凹地の)，I;J辺に残っているに過ぎ

乙:い状態である。なたp 現 6:--部娃性になって残っているカラマツはみí~ 1 1'"1の制裁林である。

また周凶は k.然林で、あってプナ， ミヅナラ，ハンノキ，ヤマグワ p ウラジロモミ等の針広j昆i丹

Æ*である。

第 1 図に示すもみは現地附;庄の簡単なiJ!IJ量の結果であって，観測!点 4 を基準として 2mごと

に事正:J棋を描いてある。図より|閃らかなように今回調査した造林不成績地は主として 2 つの問

地よりなる。それでとの 2 jlII地を凶んで 91fl11の最高最低ぷl段計を設置した。最高最低主i段計は

十年Hーの;債掛型(ルサフォードWD で p とれにトタンで簡単に n覆いを附していやれい也1:

CÜcm の高度に置いた。千千制ìJ!HÙ.ilコ4ゲ性はTのごとくである。

制1!i1 1点1.小規肢の jlfjJ山内。本[ll]J也には疎ではあるが広:民樹が生育している。とれば今 1 1 '1の

1) 九州大学農学部 2) 札幌支場経営部防災研究室長 3) 防災部気象および風害研究室
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第 1 図 造林不E見積地附近の地形および観測点位置

調査の対匁ではないが比較のため選んだ。

観測点 2. 地林不成松地である 2 つの凹地の 1 つo r中|ド1 火告Eは J法主I準i芋E観2測l川1札hυ叫li点~~i

い。r\ï:J:也に友っているので最高故低寒暖計は杭を打込んでそれに設置した。

観illlJ点 3. カラマツ浩林地内。北1fll原千両の状況を調査する日的で選んだ。 id子;jlrH足寒暖計は

樹高約5mのカラマツの枝に掛けた。

観測点 4. 某準翻iJllJ点。草地ではあるが地表聞が一部露IH しているじ時械は生育の悪い樹正;j

約 1mの残存カラマツの校t乙;jJ:fけた。

掛iWJ点 5. 天然林内。市側斜rrijの影響を訓べるため選んだ。器同は粒J高約 13 mのブナの木

の校に;J11.けた。

観iJiIJi.\\ 6. 5 と liîJ様南側の~+rt可の影響を調ぺるために選んだものでるるが 5 よりさらに 5m

ばかり高所にあるの器械は樹高約 12 mQ) 枯れたカラマツの枝に掛けた。

観汲1]，点 7. 士吉林不成績地である 2 つの凹地の他の 1 つ。叫I央部は基準観i!lIL\\î.4 より約 5m低

い。草地なので器械は杭を打込んでそれに掛けた。

観測点 8. ちょうど峠のような地形でるる。ノj、さなカラマツが点復する。器械は杭11:設置し

た。

観測L~i. 9. 基準観iJllL点より約 9m低し全観測点のうち一番低所にある。ととは良好な生育

をと示すカラマツの活林地である。 8 から幅約2mの小径が通じているが器技はそれからさらに

2mばかり側方にあるカラマツの枝に掛けた。
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観測結果並びにその簡単な考察9 
o.). 

第2 図には翻iWJWJl i日たる昭和 23 年 10 JJ 15 日から 29 日に至る II \Jの ifk高 p 段低気温の途

:i~1tÇ気温がほぼ+行して変化しているととであ

る。平地では;最低気iH，'i.が低くなるような晴天日に最高気温の高く友るととはわれわれのよく経

一見して気づくととはi改正ü ，日変化を示すυ

験するととろであるがp 今の場合そうならなかったのは現地が山地であるからであろう。すな

わち山地では移流の影響が強〈利くので一般にI授かい気塊のきた時には最高気温も故低気温も

高くなるし， ，令い気塊のきた時にはともに低くなる傾向がbる。当時の天気図UH図と比較し

てみると最高気温も故低気温も低下した 10 J� 17~19 日ゐよび、 27~29 fi は移動性高気圧の前

間で北方からの諜冷気塊の吹出しによるものであれまた最高気温むよび故低気温が上昇した

10 月 20 ['1 は拶動性高気圧の後聞にあって一時前寄りの温暖な空気が氏込んだためであり p

また 25~26 日は低気圧の通過に伴いIちから温

し暖な生気が流入したことによるものである。

かしながら 10 n 21~24 日は最高気協が高〈

量
耳
気
温

r
m
 

e なり最低気温はイ尽くなっている。天気図を見る

ととの期IWは本州が高気圧帝に覆われ気塊の箸

したがつしい変化の見られなかった時である。
思

てとの期IfH内は平地にゐいてと同様な状況が見

られたので、あろう。

" 第 3 図には基準観i!llJ点 4 をa合む現地の 2 断同

とそこに白かれた観測点の観測結果とを示す。

との分コ{jjが地形まや最低気湘について見ると，
5
 

置
毘

の断面と一致しているととがただちに認められ

8 る。すなわち断町A-Bにむいて 2， 4, 7, 

の観測点に沿いてのJ徒低気温はその町市f (すな

とほとんど一致してわち各観測点の高度関係)

纏 2 一一一一一
臭 2 ←-

4 一一一一一
品 5 一一
~ ，一一一一

一一
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とのととはすでに Cornfordりによっている。

5 

も指摘されたととろである。 温度差ほどのくら

いかというと 2 と 4 の rmで高度差約6m!乙対し

-/0 
またくらいである。て最低気温の差異は 3 0C

第 2 図

1) Conford, C. E.: Katabatic Winds and the Prevention of Frost Damage, Q. J. 1ミoy

Met Soc. 64, (1938) , 553-587. 

4 と 7 の間では高度差約 4.3m に対して 20C
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第 3 図

くらいである(ヰ寺に10 月29 日 K

は 8.6 0 C に達した)。 とれを

100m 当りの逓減率に引直すと

50 0C 税度の大きな佑になる。

観il!lJli.1 必上ぴ 9 にゐいての

最低気治[は凹地にもかかわらや

他より高くなっている。とれは

ともに不本内だからであろう。す

なわち樹木の枝葉が夜nnの幅射

冷却を遮ったためでるると考え

られる。かつて著者の 1 人は林

内の故低気温は林外の:11止低気温

と大設ないのでないかと考えて

い fふ仰となれば夜間樹冠附近

で冷却した空気は京くなって下

方へ沈降するだろうからで診る

C*::Flíの森林測候所の記録を見

ると林内最低気温が林外最低気

温と大休同様のものもるりまた

高いものもある。しかし観測地

点が近接した場所ïこなし地形の影~H!~が入っているかも知れないから仰とも言えたいように，巴

われる)。 しかし今の例について見るととの見解は完全に訣りであったととがわかる。何とな

れば 9 は 8 よりも約8m低いのでy もし J'IJ高度にあって段低気温が上越の意味で、/i~ーであった

としたならば p 高度23そのために 9 のJiH.止気温は当然 8 の 11主低気温よりも{まくならなければなら

第 4 図 1

昭和 23 年 10 月 15 日 15 時

「第 4 図 2

昭和日 23 if 10 月 16 日 1511"1

第 4 図 3

ßrr手口 23 ':;.1三 10 J~ 17 日 15 日干
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常 4 図 4 第 4 図 5 第4 図 6

Hß辛口 23 .;:p 10 月 18 日 15 P~f 昭和123 年 10 月 19 日 15 時 昭和 23 年 10 月 20 日 151守

第 4 図 7 第 4 図 8 第 4 図 9

Ri3手rl 23 �:p 10 月 21 日 15 [I'.'y. 昭和 23 年 10 月 22 日 15 時 昭和 23 年 10 月 23 日 15 時

ÎflH 図10 第 4 図 11 第 4 図 12

昭和 23 年 10 月 24 日 15 時 昭和 23 年 10 月 25 日 15 時 昭和 23 年 10 月 26 日 15 時

第 4 図 13 第 4 図 14 第 4 図 15

昭和 23 年 10 月 27 日 15 時 日間口 23 年 10 月 28 日 15 時 昭和 23 年 10 月初日 15 1i寺
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ぬであろうがp 実際の結果は逆にとの 9 の方が高くなっているからである。したがって，一般

に林内のll>tflí:気温は林外の最低気温より高いと考えてよいのであろう。

ととに注意すべきととは 8 と 9 との H日に 8mの高!主義があるにもかかわらや最低気協は 8 の

方がが) 20 C íまいととである。とれば最低気温時に約一25 0 C;lOOm 程度の超断熱逓減率の存

在したととを意味する(ただし 8 とにゐける最低気捕の起時には大会ないとして)との上うな

大きい逓減率が存在し得たというととは驚くべきととといわねばならぬc その際アウスタウシ

ユは起らなかったのであろうか? 或いはカラマツの樹iu:がアウスタウシユの発注ーを妨げたの

であろうか? 約2mばかりの幅の 8 から 9 へ通じている小径は冷気の泊路とはならなかった

のであろうか? しかしとれらの疑川に答えるには今のような観測では全く不十分であって少

くとも lf止低気温時に長いての気流状態の;t/lð杢が必要で、ある。

断ü'ljC-D について見ると最低気f院は|切らか r乙断/ùjのと訟りである。との場合は林内観測点

3, 5 , 6 は林外観測点 4 に比較して高月?にあるので林内であるというととと高所にあるという

こととの 2 効果が主畳してとの結果を生ぜしめたものであろう。しかし今の結果からとの 2 効

果を分離するととは閃難である。そのためにはさらにもっと観点測が必裂である。

最高気温の分布はやや複雑である。断mjA-B について見ると観1W];.'，i. 2, 4, 7., 8 I亡ゐいて

の最前j気温の分布は段低気温の場合とf，íJ様にほぼ「地形町[I'，jと似ている。一般に凹地内の気祖の

日較をは大きく，突ffl地の日較差はノj、さいというととは占くからしられた事実であり， Hann'll 

の著書にも述べられているととろであるがp 今の場合特にそういう事実は認められない。すな

わち低地内の;長高気im臼t日中あまり上昇しないのである。したがって故高気f毘時といえども低

地内の気温は低 c 低地内には気温の逆転が起っているととになる。とれはヱ15..地の場合と異左

上山地のとととてf邸也内 l亡命いては日 )H{時間さかなく Fl 射による加熱が夜間形成された逆転居

を破壊するに至らぬためで遣うると考えられる。

林内すなわち観測点 9 に長ける最高気加が林外すなわち 8 より低いのは当然予想されるとと

ろであるが，も一つの林内観測j点 1 が凹地の観問点 2 に比較して幾分高い最高気温を示してい

るのは説明を要するととろかも知れない。とれは 1 の森林が疎林であるために最高気温の低下

効果が 9 ほど顕著で、ないととと p 凹地2 の段高気温の上手l-効果が上誌の四由で、大きくなかった

ためによるものであろう。

Jくに断面 C--D について見ると 3， 4, 5 の故f，:j気温の分布は地7診断面と正反対の傾向を示

す。とれは林内放高気温が林外に比して低いとと (3 , 5 は林内である) と門地内の最高気植

は高いという 2 効果が重畳したためで、Zうると%えられる。

2) Hann, J.: }ehrbuch der Meteorologie, 1926, 4te Aufl. S. 86. 
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4. 遁林不成績地を生ぜしめた原因について

過去にぜ;林といえば所をきらわやその対象樹柿はスギ・ヒノキであったため，いわゆる池泊

先Iii*の);~本間念を忘却したものが存地にみられる。そしてその而杭の大両政i乙及ぶものは来日

4えの一一1'([1にみられるヒノキの漏JJ削lÃiの主"きはその此たるものであろう。 r~J :J:也的ノj 、 iI'li h'iの不良地

はなゐ数多くみられるつその不良ならしめる凶作lはまととに複雑で，その場所，場所で必十しも

I;-~ーでない。多くの!五日立がしかも相互に影f卑しあうことがある。しかしその郎内を大別すると 3

つとなる。弟 1 が林水そのものに原 1)，1があるとき，第2 が立地条1'1'，第 3 が病山容であろう。

との也林地の場合を考えると樹麗の選定を説ったものでもなしまた病虫告でもないと推定

される。何となればJi~闘のぜI林地の生育は良好であるからである。第1， 3 の条件ではない0

1:r~2 の条件は土地と気象の二条f午にわけられる。まや土地の条件であるがその土肢は俳計の破

砕した礁を合む7iJ;1'J)主土てF ある。詳和1]は訓査を欠くので不明であるが，さほど湿地帯であると

は店、われない。 i式みに凹地内 i乙生えてし、るおW!0Jを調ぺてみた。それらはオウパギボシ p サワヒ

ヨドリ p キオン p ヘピノネコザ，アカショウマ，カワラマツパタイタドリ，シモツケ，ヨモギ

等であった。とれらは幾分湿生であるが許油の土地にみられる航物でp 特にそとが部しい湿地

であると判定する資料とはならないように，也われる。しかしとの地に詳しい人の就にもみられ

るようにタとの凹i也は主宰どけ!切にその水が停滞して p とれが夜HUは氷札日'1 1は融けるととに

よって林木に生現被守を与えるととが組像される。なむとのような条f11:は土壌調査と併せて今

後の研究にまたねばならぬと思う。

ーたに気象の影響については p その主なるものは降ノk量，風と i阻度であろう。

との場合には降水量はIlUi直にならないから失に巧一えられることは風の影響である。ととはi;目;

士山肢と東日域との1mの WSW-ENE の方向の待IiIJに相当し風泊しはかなり良好な所でる

る。ととに冬季の偏西風は顕汗に吹くらしい。実際観測}，'，ï.8 の両側斜而J-:の風街地のカラマツ

の生長が貧弱なのは風もその亙要な|弓子であろうと推測される。しかし今:;(まえている不成紅ジ也

は問地である。 [UJ地内の)瓜が弱いととは当然であるから匙林結果を不良ならしめた/J;{I吋として

風速が大きいためであるとは二15えられない。

とこにむいてはじめて気i且が有力な原凶として考えられるようになる。すなわち凹地内に虫

気が停滞しそれによって春の若芽が告:われたものであろう。しかしカラマツは北海道でも浩林

されp 耐;'J~'l主は強く果して凹地内の寒気がカラマツの若芽を枯死せしむるに十分であるか否か

は一考を要する。上速の如くとの附近の海抜高度は約 1400 m であり p またカラマツ帯の上院

は 2400m 辺である。したがってととからカラマツ帯の上U:{:までなゐ約 1000m ある。気温の

逓減率を ~0 .sc C/100m とすれば 1000m の高度差は 5 0C の、温度差に相当する。元来カラマ

ツは容さに強い樹種であるがその若芽は比較的弱いととが知られているのから p もしカラマツ

3) たとえば土井藤平森林保護学，昭和 13 年， 28 頁。
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の生育限界を決定するものが春の141t芽の 1 1'，たはiの:ir主11I;気iml-て、あると J雪えるならば(勿論それの

みではなかろうが，とれが主要な原lま|の 1 つであるととは IJJlらかで、ある) ，との附近に局地的に

以低気imlが 50 C 以上低くなる丹JÎーがあればそとではカラマツは727たぬ訳で、ある。今同観il!1J した

段低気怖についてみると， 9 と 7 の II\Jまたは 5 と 7 の II\Jの i~l度差はん休 50 C またはそれか、 J:

になっている。したがって， 9 または 5 の観測点附近に之いてカラマツが生長しても 7 (必よび、

それより低温を示す 2) に沿いて育たないのは当然であるかも )2"れぬ。かくしてその治材、情洪

を不良ならしめた一阿国は凹地内に停帯する;主冷店気，すなわちいわゆる利子Lの現決が有力な

一郎j!，1であると考えるととができるであろう。凹地周辺に残るヤチグモの柑~~!;M-;むの高さで

お;状をしているととからもとれを芸書している。なま;' 1.;，';云よび、 9 の観iJlJl .'.'i.附近に必いてともに

JU1地でるりながら何故樹木が生長しているかについて・芹附加えてゐきたい。

1 は凹地ではあるが2 または 7 に比して JJ!協が小である。 したがって 1 の凹士也の周闘の奈l

l i'Ii.LI亡生長せる樹木のために夜nnの町射放熱が妨げられ) 11訂正気協は 2 または 7 ほどに低下せ

ゃある限度の樹木が生育するととができたと/与えられる。もっとも:r~ln'rÎ上に生育する樹木の脂

身、j地j/肝frHJ どぎつでもまうまり顕著なものでないだろうから，場合によっては 1 の凹地内にもか

なりや目見の空気の作活JI~ したとともあったであろう。実i~'f!乙 1 の問地内には謀容を'乏けたと，!ιわ

れる樹木が観察されたので、ある。また 9 はよ日 31請の断阿|活では凹地のようにはえるが実際J主治

1 図 fC )，ò られるように定全な凹地ではなくてTH}jに JHJいているので、ある。したがって寒気はと

とに H\ìlii~できない。放にそとではカラマツが良1irな生百をノJとしているものと;;)きえられる。

5. 持来の対策

とのìJlti'不成績地にゐいて将来!m11ぜにしたらよいかというと 9

1) もっと泉気に対して強い樹極を選んで地林ずる。

2) JUJl也に溝または身r\のようなものを劫l!って寒気の停滞を防ぐとともに排水溝とする。

3) 浩林は町念する。必要があればim~~ して野朱のようなものを作る。

三与が)gえられる。 2) の方法によれば川ぴカラマツを植えるととができると，目、われるが小Itrj伎

であるので，とんな土木工事ーをする価値があるかどうかは疑問である。

6. 結言

1) 富士山腹の並木本不成績地にたいて観iJjlJ を行い，観測された最高最低気温の分布と地形と

の関係を明瞭ならしめた。

2) その治林を不成績ならしめた原因について考察し霜孔すなわち寒冷室気の停滞が有力な

原凶であるととを推定した。しかしいやしくもとの原凶をつきつめるにはな訟植物学上p 立地

学上からも森林病虫学の関係からもな会詳細に検討を要し，今後の研究にまたねば左らない。
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経りに木研究の端緒を与えてくださった現河岸営林清伊iJ~~交技官に対し，また観ìWIに際し種

々のi更宜を与えられた東京営林局法林課長I/ii) t1;央M~支'FJ"}]ÉてFに沼津， I手J;iJ営林 E符必よぴ御殿

場，吉}Jj{1ft当区の方々に深甚なる ii~t立を去する。

R岳surη6

Maximum and minimlLm air temperatures were observed daily at an 
unsuccessful plantation of larix (L. Kaemρ1eri Sarg.) from 15 to 29 October, 
1948 on the SSE-slope of Mt. Fuji , the mean height from the sea Jevel at tﾌ1e 
site being about 1454 m. The observations wεre carried out at 9 Iocations 
situated arollnd and in the plantation. Reslllts obtained were found to be inｭ

timately correlated with vartical configurations of the site and the plant cover. 
After brief considerations regarding 80me probable callses of failllre of 
plantation sllch as soil water and wind conditions, it was found that the 

plantation site was in a sort of frost-pocket. 


